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米
国
の
マ
デ
ィ
ソ
ン
市
と
帯
広
市
が

姉
妹
都
市
と
な
っ
て
か
ら
、
10
月
25
日

で
15
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
「
マ
デ
ィ
ソ
ン
」と
聞
く
と
、
１
９
９

０
年
代
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
映

画
化
も
さ
れ
た「
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の
橋
」

を
思
い
出
さ
れ
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
当
時
、
原
書
を

読
み
ま
し
た
が
、
パ
リ
出
張
か
ら
の
帰

り
の
飛
行
機
の
中
で
感
動
的
な
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
て
し
ま
い
、
感
情
を

抑
え
き
れ
ず
、
人
目
を
気
に
し
な
が
ら

読
了
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

あ
の
小
説
の
舞
台
が
、
帯
広
市
の
姉

妹
都
市
？
し
か
し
、
実
際
に
マ
デ
ィ
ソ

ン
市
を
訪
問
す
る
時
に
な
っ
て
、
そ
れ

が
自
分
の
思
い
込
み
で
あ
る
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。
マ
デ
ィ
ソ
ン
市
自
体
は
、

20
万
人
超
の
人
口
を
抱
え
る
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
州
の
州
都
で
あ
り
、
物
語
に
描

か
れ
た
牧
歌
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
ア
イ
オ

ワ
州
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
と
は
別
の
地
域
に

あ
り
ま
す
。

　

精
神
保
健
分
野
の
先
進
地
で
あ
る
マ

デ
ィ
ソ
ン
市
と
は
、
医
療
関
係
者
に
よ

る
交
流
が
契
機
と
な
っ
て
、
姉
妹
都
市

と
な
り
ま
し
た
。
両
市
と
も
農
業
が
基

盤
で
あ
り
、
畜
産
分
野
の
大
学
を
有
し

て
い
た
こ
と
も
、
交
流
の
促
進
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

私
も
、
姉
妹
都
市
締
結
５
周
年
と
10

周
年
時
の
二
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
マ
デ
ィ
ソ
ン
を
訪
問
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
を
案
内
し

て
く
れ
た
り
、
手
作
り
の
料
理
を
持
ち

寄
っ
た
歓
迎
会
を
開
催
し
て
く
れ
る
な

ど
、
公
的
な
行
事
と
し
て
交
流
事
業
を

行
う
日
本
と
比
べ
、
交
流
の
在
り
様
が

大
き
く
違
う
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
帯
広
市
を
は
じ
め
、
日
本
の
多
く

の
自
治
体
は
、
行
政
に
よ
る
施
策
と
し

て
姉
妹
都
市
交
流
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
米
国
で
は
、
特
定
の
分
野
に
お
け

る
民
間
レ
ベ
ル
の
交
流
が
ベ
ー
ス
と
な

り
、
姉
妹
都
市
の
締
結
に
至
る
こ
と
が

多
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

他
都
市
と
の
交
流
は
、
異
な
る
文
化

や
価
値
観
に
触
れ
る
機
会
に
も
な
り
ま

す
。
と
り
わ
け
、
海
外
と
い
う
日
本
か

ら
離
れ
た
場
所
と
の
交
流
は
、
こ
れ
ま

で
の
知
識
や
経
験
に
よ
る
先
入
観
や
思

い
込
み
、
固
定
概
念
が
崩
さ
れ
、
新
た

な
視
点
や
知
識
を
得
ら
れ
る
好
機
で
す
。

こ
の
15
年
の
間
に
は
、
交
換
留
学
が
縁

と
な
り
、
帯
広
の
高
校
を
卒
業
後
、
マ

デ
ィ
ソ
ン
の
大
学
に
編
入
す
る
な
ど
、

人
生
の
転
機
と
な
っ
た
方
も
い
ま
す
。

　

感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
８
月
に
予

定
し
て
い
た
マ
デ
ィ
ソ
ン
市
へ
の
訪
問

団
派
遣
は
見
送
り
と
な
り
ま
し
た
が
、

改
め
て
、
相
手
の
価
値
観
や
考
え
方
を

尊
重
し
た
思
い
や
り
と
お
も
て
な
し
の

心
を
持
ち
、
こ
の
15
年
間
の
絆
を
財
産

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
交
流
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長コラム

帯広市長　帯広市長　米沢 則寿米沢 則寿

マディソン市とのマディソン市との
姉妹都市15周年を迎えて姉妹都市15周年を迎えて

おびひろ
夢かなうまち

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、

防
火
へ
の
意
識
向
上
の
た
め
に
「
秋
の

火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
お
う
ち
時
間
」
に
家
族
と
防
火
に

つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る

ミ
ニ
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

　

藤
森
商
会
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
カ

レ
ー
シ
ョ
ッ
プ
イ
ン
デ
ア
ン
市
内
各
店

と
ふ
じ
も
り
店
内
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
や
点
検
に
関
す
る
ミ
ニ
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
す
。

火
災
予
防
広
報
活
動

〇�

高
齢
者
な
ど
の
要
配
慮
者
世
帯
へ
の

防
火
チ
ラ
シ
の
投
函

〇
大
型
店
舗
で
の
防
火
啓
発

〇�

放
火
に
よ
る
火
災
防
止
の
た
め
の
車

両
巡
回

お
う
ち
時
間

家
族
で
点
検 

火
の
始
末

10
月
15
日
～
31
日
は
秋
の
火
災
予
防
運
動

帯
広
消
防
署
指
導
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・

９
１
３
１
）

問
い
合
わ
せ

16
時
～
18
時
の
薄
暮
時
間
帯
に

要
注
意
！

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
日
の
入
り
が
早

ま
る
こ
と
に
よ
り
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間

に
交
通
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高

ま
り
ま
す
（
表
）。
特
に
、
薄
暮
時
間

帯
※
は
周
囲
の
視
界
が
徐
々
に
悪
く
な
る

た
め
、
自
動
車
や
自
転
車
・
歩
行
者
の

発
見
が
お
互
い
に
遅
れ
た
り
、
距
離
や

速
度
が
分
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

暗
く
な
る
時
間
帯
の
交
通
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
こ
の
時
間
帯
に
外
出
す

る
時
は
、
車
の
運
転
者
も
歩
行
者
も
左

記
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

暗
く
な
る
時
間
帯
の

交
通
事
故
防
止

一
人
ひ
と
り
が
心
掛
け
る
こ
と

危
機
対
策
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
３
１
）

問
い
合
わ
せ

〇寝たばこは絶対にしない。
〇ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
〇こんろを使うときは、火のそばを離れない。
〇�コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラ

グは抜く。

〇ストーブやこんろなどは、安全装置の付いた機器を使用する。
〇住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
〇�寝具、衣類およびカーテンは、防炎品を

使用する。
〇消火器などを設置し、使い方を確認する。
〇�避難経路と避難方法を常に確保し、備え

ておく。
〇地域ぐるみの防火対策を行う。

◆運転者の皆さんへ
＊いつも歩行者の動きに注意しながら運転しましょう。
＊�信号機や横断歩道がない場所でも「歩行者が渡って

くるかもしれない」という意識を持ちましょう。
＊�早めにライトを点灯し、自分の車の存在を周囲にア

ピールしましょう。

◆歩行者の皆さんへ
＊�斜め横断はドライバーが気付きにくく、非常に危険

です。必ず横断歩道を渡りましょう。
＊�暗いところでは、自分の存在を周囲に気付かせるこ

とが重要です。明るい服装や夜光反射材を身に付け
ましょう。

し～ん

いのちを守る
住宅防火

のポイント10
４つの習慣

６つの対策

表　平成28年～令和２年の時間帯別
　　交通事故年間平均発生件数（帯広市）
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資料元：十勝総合振興局

事故防止のポイント

リストバンド

反射シール

※薄暮時間帯　日没時刻の前後１時間をいいます。


